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  新年あけましておめでとうございます。 
 
皆さまお揃いで新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。 
昨年はとても暑かった夏が印象に残っています。夏の日本の平均気温は平年と比べて

1.76度高くなり、2023年と並んで気象庁が1898年に統計を取り始めてから２年連続
で最も暑い夏となりました。ではこの暑さの原因は一体何だったのでしょうか。７月と
８月ともに偏西風が北へ蛇行し、背の高い暖かな高気圧に覆われやすく日ざしが強まっ
たうえ、特に７月は太平洋高気圧が西日本に向かって強く張りだしたことが影響したそ
うです。また、地球温暖化や春に終息した「エルニーニョ現象」、日本近海の高い海面
水温も影響しているとみられるということです。 
ところで「カメムシが多い年はよく雪が降る。」といわれています。昨シーズン、芳

田の里ふれあい館ではカメムシが大量発生。ところが雪はさほど降っていません。この
冬はあまりカメムシを見かけないようにも思います。では「カメムシが多い年の冬は大
雪」説は本当なのでしょうか？ 
弘前大学 助教の管原亮平先生によりますと「それを直接的に示すような証拠という

のはないと思います。カメムシが大発生するのが先なわけですから、カメムシがその年
に降る雪の量を予知しているということになりますが、昆虫がその年に降る雪の量を予
知するというのはかなり難しいと思います。」「カメムシがあらかじめ気象条件を知り、
それにより自分の繁殖に影響するということは考えにくいため『カメムシの大量発生と
大雪の関係はみられない。』と言えます。カメムシは成虫で越冬するため、雪国では家
の隙間からどんどん入ってきて“冬といえばカメムシ”というイメージがあったのでは
ないでしょうか。」とのこと。 
また、カメムシが大量発生するのはどういう場合でしょうか。「カメムシは森の中で

卵からふ化して成虫になるので、森の中で餌が多いとカメムシの量は増えます。成虫で
越冬するため、暖冬であれば越冬できる個体数が増えるので、カメムシにとっては暖冬
が良い環境ではないでしょうか。」「近年の暖冬の影響はカメムシが多くなる１つの要因
かもしれませんが、大量発生と大雪の相関関係はありません。」ということでした。 
しかし、近年は、予測を超える気候変動や災害が発生しています。「備えあれば憂い

なし。」降雪や寒さに対する準備は早めにしておいて損はなさそうです。 
カメムシくんに負けないように。 
本年もどうぞよろしくお願いいたします。 
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～芳田地区人権学習推進委員会研修会～ 
 

11月29日（金）、芳田の里ふれあい館において芳田 
地区人権学習推進委員の皆さんとともに第２回人権 

研修会を開催しました。今回はパラリンピックでも 

正式種目となっている「ボッチャ」を体験していた 
だきました。 

18名の参加者の皆さんは、市のスポーツ推進委員から、目標の白いボールにいか

に近づけるかを競うというルールの説明を受けた後、チームに分かれて実際に競技
を体験していただきました。 

最初は投げるボールが強すぎたり弱すぎたりと

距離感をつかむのに苦労されていましたが、ス
ポーツ推進委員のアドバイスを受け、次第に目

標の白いボールに近づくようになりました。白

いボールの横にピタリと止めたり、逆転の一投
を見せたりすると「すごい！」「うまい！」など

と歓声が上がるようになってきました。 

「ボッチャ」は、脳性麻痺や手足の不自由な方
々のために考案されたスポーツです。近年では、子どもからお年寄り、障害のある

なしにかかわらず、誰でも楽しむことができるスポーツとして注目されています。 

西脇市では、「西脇市人権教育及び啓発に関する総合推進指針（改定）」のサブタ
イトルにもあるように「人権尊重の社会づくり」を目指して、全ての市民が人権を

尊重することの重要性を認識するため、あらゆる場を通じて人権教育及び啓発を推

進することとしています。今回の体験を通して皆さんお一人おひとりが、「社会参加
と生きがいづくり」や「共に暮らせる地域づくり」について考え、楽しむ時間を過

ごせたのではないでしょうか。 
 

「４館合同管外研修」 
 

12月３日と４日の２班に分かれて、大野隣保館、 

芳田の里ふれあい館、上野会館、そして黒田庄隣 

保館の４館合同による管外研修を実施しました。 

今回は、岡山市にある「渋染一揆資料館」に行っ 

てきました。この資料館には、岡山藩内の５３箇 

村による一揆に関する資料が展示されています。 

自然災害や黒船来航による警備費の増大などに苦しむ岡山藩の財政難を克服するために

発布された「御倹約御触書」にことを発し、一揆へと向かっていったというものです。

被差別部落の人々に対して「着物の類は無紋・渋染・藍染に限る。」など、より差別を

助長する内容のお触れであり、末代まで蔑（さげす）まれるものを到底受け入れられる

はずがありませんでした。そこで嘆願書をとりまとめ郡代に差し出したところ、すぐさ

ま差し戻されたため、 1,500人余りの人々が集結し直接筆頭家老に対して強訴に踏み切

ったというものです。研修では、まず岡山市人権啓発センターにおいて１時間の講義を

受け、その後資料館に移動し見学させていただきました。 
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図書をローテーションしました！ 
今回は、上野会館の本を置いています。ぜひ、お気軽にご利用ください。 

 

■黒牢城 ■塞王の楯 ■道をひらく 

■老いを育む ■テスカトリポカ ■彼岸花が咲く島 

■星落ちて、なお ■へいわとせんそう ■白鳥とコウモリ 

■貝に続く場所にて ■女のいない男たち ■おしゃべりな部屋 

■ブラックボックス ■みんなスーパーヒーロー 

■おらおらでひとりいぐも ■アドボカシーってなに？ 

■さよならも言えないうちに ■保護犬の星フリスビー犬ハカセ 

■３びきのかわいいオオカミ ■九十八歳。戦いやまず 日は暮れず 

■こころ彩る徒然草 兼好さんと、お茶をいっぷく 

■認知症の人の気持ちがよくわかる聞き方・話し方 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芳田駐在所だより 防犯ニュース 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警察官は通話アプリを使いません‼ 

■偽の逮捕状・警察手帳を見せる手口が発生！ 
■逮捕状や警察手帳はビデオ通話で見せません！ 
■警察からビデオ通話を求められたら詐欺！ 
■慌てず西脇警察署・駐在所へ相談しましょう！ 

警察です 

逮捕状が出ています 

警察手帳を見せます 

逮捕状も見せます 

警部補 
詐欺鷲太郎 

偽者 警察官 

詐 欺 

逮捕状 
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日 月 火 水 木 金 土 

   

 

1 

元旦 

2 

年始休館日 

3 

年始休館日 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

生活相談 

ヨガ 

9 

 

10 

 

11 

和装 

12 

 

13 

成人の日 

14 

料理 
３B体操 

15 

生活相談 

茶道 

絵手紙 

16 

和紙ちぎり絵 

17 

 

18 

 

19 

 

20 

すくすく広場 

21 

みんなで楽しく歌う教室 

22 

生活相談 

ヨガ 

23 

 

24 

 

25 

和装 

26 

 

27 

 

28 

３B体操 

29 

生活相談 

30 

 

31  

１月の行事、講座予定 

《相談（人権・生活・教育など）》 
芳田の里ふれあい館では、毎週水曜日に相談日を
設けています。お気軽にご相談ください。 
《図書》 
人権、一般小説、趣味の本・絵本などの閲覧・貸出を
行っています。お気軽にご利用ください。 

※    は、芳田の里ふれあい館の休館

日 

■今年は「ＥＸＰＯ2025 大阪・関西万博」が開催さ
れます。さかのぼること55年前、「人類の進歩と調和」
をメインテーマとした「ＥＸＰＯ‘７０日本（大阪）万
国博覧会」が開催されました。当時小学３年生だった私
と家族は、まるで「サザエさん一家」さながら博覧会場
を訪れたのです。昼食のため、名前は覚えていませんが
どこかの国のレストランに入りました。メニューには、
カタカナの表記はあったものの、どのような料理かわか
らないままオーダー。運ばれてきたものが思っていたも
のと違っていたのですが、言葉はほとんど通じず、説明
することもできず、そのまま食べたことを記憶していま
す。こんな時にスマートフォンがあれば、いや“ほんや
くこんにゃく”があれば．．．■当時の私はというと“こ
んにちは～こんにちは～”三波春夫さんの「世界の国か
らこんにちは」のモノマネをしながら、すばらしい未来
を想像したものです。大阪・関西万博は、現在の子ども
たちにどのように映るのでしょうか。明るい未来を期待
しつつ、本年もどうぞよろしくお願いいたします。 


